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祝！ 見沼代用水 
世界かんがい施設遺産に登録

2019

11　　　　　　　vol.282

令和元年度  JA南彩ふれあい感謝祭開催日
地場産の新鮮野菜やお米をはじめ、加工食品、日用雑貨、花きなどを販売します。

皆様のご来場を心よりお待ちしております。

管　内 開催場所 令和元年度開催日 開催時間

岩   槻 岩槻城南支店 12月７日（土） 9：00～13：00

春日部 春日部支店 12月14日（土） 9：00～14：00

蓮   田 蓮田営農経済センター 12月７日（土） 9：00～13：00

宮　代 宮代支店 11月23日（土） 9：00～13：00

白　岡 白岡ライスセンター 12月14日（土） 9：00～13：00

久   喜 久喜営農経済センター 12月14日（土） 9：00～14：00

菖   蒲 菖蒲グリーンセンター 12月21日（土） 9：00～13：00
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カメラニュース

秋の稲刈り体験 　今年も生産者・関係機関の協力により、稲刈り体験が行われました。
参加者は収穫する喜びと、農業や食の大切さを感じていました。

　JA南彩各地区の小学生が稲刈り体験を行いました。鎌を使用した手刈り体験やコンバインでの収穫を見学
しました。収穫したお米は、学校給食で味わいました。

　10月５日、菖蒲グリーンセンターで食農教育
の一環と新米キャンペーンを目的に参加者を募
集し、稲刈り体験を開きました。晴天に恵まれ
汗を拭いながら、家族で協力し鎌で稲刈りを行
いました。お昼は新米のコシヒカリで作ったお
にぎりを食べ「外で食べるおにぎりは美味し
い、来年は田植えから参加したい」と好評でし
た。稲刈り後、参加された家族に新米「彩のか
がやき」引換券を配布しました。

　10月９日、久喜市菖蒲町の水田でＪＡ南彩令和
元年度入組12名・県農林部37名・ＪＡ埼玉県中央
会３名の新採用職員が稲刈り研修を行いました。
稲は手刈りとコンバインで収穫しました。米の等
級や防除、カントリーエレベーターでは乾燥・調
製なども学び、新採用職員らは「農作業には天候

等が影響し苦労があることがわかった。
生産者の立場を考え業務を全うしたい」
と話していました。
　春日部市の米生産者関根正雄さんに
教わりながら稲わらリース作りにも挑
戦しました。

春日部市立幸松小学校5年生 蓮田市立黒浜南小学校5年生

小学生稲刈り体験

親子稲刈り体験

新採用職員稲刈り研修

3 ◦ なんさい



タ
ー
の
中
根
孝
弘

セ
ン
タ
ー
長
が
出
場
し
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
は
「
ス

ク
ワ
ッ
ト
」「
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
」「
デ
ッ
ド
リ
フ
ト
」
の
三
種
目
そ

れ
ぞ
れ
の
成
功
試
技
の
最
大
重
量
を
合
計
し
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

結
果
は
ス
ク
ワ
ッ
ト
２
３
５
㎏
、
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
１
８
２
・
5
㎏
、

デ
ッ
ド
リ
フ
ト
２
７
２
・
5
㎏
ト
ー
タ
ル
重
量
６
９
０
㎏
で
８
位

と
健
闘
し
ま
し
た
。
デ
ッ
ド
リ
フ
ト
で
は
２
７
２
・
5
㎏
の
バ
ー

ベ
ル
を
引
き
上
げ
、（
Ｍ
１
）
日
本
記
録
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

9
月
25
日
、
中
野

榮
一
組
合
長
に
大
会

結
果
の
報
告
を
し
、

10
月
15
日
に
は
久
喜

市
梅
田
修
一
市
長
に

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

来
年
３
月
に
は
、
愛

知
県
岡
崎
市
で
開
催

さ
れ
る
ジ
ャ
パ
ン
ク

ラ
シ
ッ
ク
パ
ワ
ー
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
に
出
場
予
定
で

す
。

　

９
月
23
日
、

第
74
回
い

き
い
き
茨
城

ゆ
め
国
体
公

開
競
技
パ
ワ

ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
が
行
わ

れ
、
成
年
男

子
１
０
５
㎏

級
に
久
喜
営

農
経
済
セ
ン

▲こども共済の説明をする関根侑里職員（右）

旅
行
定
期
積
金
『
旅
の
彩
』

満
期
２
年
目
企
画

日
帰
り
コ
ー
ス
開
催

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

こ
ど
も
共
済
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
大
会

　

10
月
４
日
、
Ｊ
Ａ
南
彩
旅
行
定
期
積
金
『
旅
の
彩
』
の
契
約
者

を
対
象
と
し
た
、「
令
和
の
い
ま
行
き
た
い
！
都
内
の
歴
史
巡
り
と

料
理
の
鉄
人
坂
井
が
誇
る
フ
レ
ン
チ
の
ご
昼
食
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
昭
和
記
念
公
園
（
昭
和
天
皇
記
念
館
）」
で
は
昭
和
天
皇
ゆ
か

り
の
資
料
や
映
像
を
ご
覧
に
な
り
、「
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル　

南
青
山
」

で
は
絶
品
フ
レ
ン
チ
の
昼
食
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
皆
様
は
普

段
と
違
っ
た
雰
囲
気
を
味
わ
い
ま
し
た
。
お
食
事
の
後
は
、
日
本

一
の
初
詣
参
拝
者
を
誇
る
明
治
神
宮
に
て
散
策
、
東
京
駅
で
人
気

の
ス
イ
ー
ツ
や
お
土
産
の
お
買
い
物
を
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
で
は
東
京
駅
に
人
気
店
を
か
ま
え
る

『V
IRO

N

（
ヴ
ィ
ロ
ン
）』
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
参
加
特
典
の
お
土

産
と
し
て
配
り
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
で
の
料
理
も
と
て
も
お
い
し
く
、

お
土
産
の
パ
ン
ま
で
も
ら
え
て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
、
満
期
３
年

目
の
企
画
も
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
楽
し
い
ひ

と
時
に
ご
満
足
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭和記念公園にて集合写真

　

10
月
9
日
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
埼
玉
久
喜
事

務
所
で
東
部
地
区
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

こ
ど
も
共
済
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
南
彩
か
ら
は
代

表
の
優
秀
者
3
名
、
久
喜
江
面
支
店
の
関

根
侑
里
職
員
、
河
合
支
店
の
海
老
原
彩
輝

職
員
、
寺
田
支
店
の
鈴
木
有
沙
職
員
が
選

ば
れ
出
場
し
ま
し
た
。

　

共
済
窓
口
担
当
者
の
こ
ど
も
共
済
に
お

け
る
知
識
や
説
明
力
、
お
客
様
か
ら
の
質

問
へ
の
対
応
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
、
日
頃
得
た
ス
キ
ル
や

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。「
今
後

も
お
客
様
に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
国
体
出
場

（
デ
ッ
ド
リ
フ
ト
で
日
本
記
録
更
新
）

カメラニュース

▲�向かって右から、久喜市梅田修一市長、
中根センター長、中野榮一組合長

デッドリフトで（Ｍ１）日本記録
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10
月
6
日
、
む
さ
し
の
村
で
Ｊ
Ａ
南
彩
、
Ｊ
Ａ
埼
玉
み
ず
ほ
、

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
の
3
Ｊ
Ａ
に
よ
る
合
同
婚
活
企
画
、『
栗
と
恋

の
収
穫
祭　

恋
の
村
騒
ぎ
㏌ 
む
さ
し
の
村
』
が
開
催
さ
れ
、
男

性
21
人
、
女
性
20
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
の
あ
と

栗
拾
い
や
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
で
、
会
話
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
、
め

で
た
く
9
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
成
立
し
、
和
や

か
な
1
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

９
月
中
旬
か
ら
10
月
中
旬
に
か
け
、
各
地
区
で
Ｊ
Ａ
南
彩
年

金
受
給
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
Ｊ
Ａ
南
彩
で
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
を
対

象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
、
全
５
会
場
の
地
区
大
会
を
行

い
大
勢
の
方
々
が
参
加
さ
れ
皆
様
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し

た
。

　

豪
華
賞
品
も
多
数
用
意
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
る
大
会
と

な
り
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
各
地
区
の
代
表
チ
ー
ム
は
、
来

年
熊
谷
ド
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
る
「
第
24
回
埼
玉
県
年
金
友
の

会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
に
出
場
と
な
り
ま
す
。

第
16
回
Ｊ
Ａ
南
彩
年
金
受
給
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

恋
の
村
騒
ぎ
♡
３
Ｊ
Ａ
合
同
婚
活

女性部活動報告

　白岡大山支店２階会議室で、認知症サポーター養成講
座を開き、11名が参加しました。症状や治療、予防などに
ついて映像やテキストを使い、認知症について理解を深
め、研修後、防災手拭いで手提げ袋を作りました。

　閏戸コスモス
まつりに参加し、
新米「彩のきず
な」のおにぎり
を無料配布しま
した。地域住民
に埼玉米のＰＲ
をしました。

10月2日 白岡支部 10月20日 蓮田支部

競技の結果
〇岩槻地区　「斉藤チーム」（慈恩寺支店）
〇春日部・宮代地区　「宮白チーム」（宮代支店）
〇蓮田・白岡地区　「南彩ひだまりチーム」（平野支店・白岡大山支店）
〇久喜地区　「久喜江面GGクラブ」（久喜江面支店）
〇菖蒲地区　「第６区彩愛クラブ」（寺田支店）

開会式

各地区の優勝チーム
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　『梨・あきづき』と『青パパイヤ』の
PR販売を行いました。青パパイヤを県庁
朝市ではじめて販売いたしましたが、青
パパイヤは初めてという方や普段から食
べ慣れている方にもレシピなどでPRし購
入していただきました。

　熊谷で開催されたラグビーワールドカ
ップ2019で、蓮田市のPRとして蓮田の
『梨・にっこり』の試食販売を行いまし
た。海外や、埼玉県外からの観光客にも
宣伝できる貴重な活動になりました。

9月15日 浦和 農林会館前

9月29日 熊谷スポーツ文化公園
彩の国くまがやドーム

なんさい小町活動報告

JA南彩は、各地区を拠点に組合員、職員、地域住民とのふれあ
い活動を通じて、地域農業と生活の向上に取組んでいます。

地 区 ふ れ あ い 活 動

〇蓮田地区
　9月4日、蓮田市平野の梨選果所で蓮田市内の小学生を招いて選
果所の見学会を開催しました。蓮田市長や市職員、県農林振興セン
ター職員、市内小学校職員、生徒、その父兄らが参加しました。
　生徒らは、市の職員から蓮田市の梨の歴史と品種の説明を受け、
その後選果所内で「光センサー」や「自動製函機」などの設備を見
学しました。梨生産者は、「見学会を通して、少しでも梨を好きに
なってもらえたら嬉しい」と話していました。

〇蓮田支店
　9月下旬、蓮田市コミュニティづくり推進協議会の会員活
動として、蓮田駅東口で花壇の除草作業と水やりを実施しま
した。

　今年度初となる量販店での『青パパ
イヤ』の試食販売を行いました。まだ
知名度の低い青パパイヤですが、試食
として作った「青パパイヤと塩昆布の
浅漬け」は好評で、多くの方
に青パパイヤを知ってもらい
良いＰＲができました。

　『青パパイヤ』の出荷が最盛期を迎え、３店舗同時に試食販売を行いました。
青パパイヤを知らない方でも試食をすると、「試しに買ってみよう」と購入し
てくださる方が多くいらっしゃいました。

10月19日

久喜市内量販店

川越市内量販店

伊奈町内量販店

10月5日 久喜市内量販店

なんさい ◦ 6



特 集特 集 祝！見沼代用水 
世界かんがい施設遺産に

登録
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

と
は

　

建
設
か
ら
１
０
０
年
以
上
が
経

過
し
、
か
ん
が
い
農
業
の
発
展
に

貢
献
し
た
も
の
、
卓
越
し
た
技
術

に
よ
り
建
設
さ
れ
た
も
の
等
、
歴

史
的
・
技
術
的
・
社
会
的
価
値
の

あ
る
か
ん
が
い
施
設
が
登
録
・
表

彰
さ
れ
ま
す
。
日
本
の
登
録
数
は
、

今
年
度
で
39
施
設
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
9
月
4
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
で
開

催
さ
れ
た
第
70
回
国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員
会（
Ｉ
Ｃ

Ｉ
Ｄ
）国
際
執
行
理
事
会
に
お
い
て
見
沼
代
用
水
が
県

内
初
の
「
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

　

見
沼
代
用
水
は
行
田
市
の
利
根
大
堰
か
ら
取
水
し
、

県
東
部
か
ら
南
部
の
水
田
地
帯
を
灌
漑
す
る
幹
線
延
長

80
㎞ 
に
及
ぶ
日
本
有
数
の
用
水
で
す
。

江
戸
の
繁
栄
を
支
え
た
先
進
的
土
木
技
術

の
結
集
・
見
沼
代
用
水
の
誕
生

(

歴
史
）

　

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
は
財
政
再
建
と
食
料
増
産
の
た

め
新
田
開
発
を
奨
励
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の「
溜
井
」

を
水
源
と
す
る「
関
東
流
」
で
の
新
田
開
発
は
限
界
に

達
し
て
お
り
、
吉
宗
は
「
紀
州
流
」
の
優
れ
た
土
木
技

術
者
で
あ
る
井
澤
弥
惣
兵
衛
為
永
を
招
聘
し
ま
し
た
。

　

弥
惣
兵
衛
は
、
そ
れ
ま
で
約
５
，０
０
０
ha
を
灌
漑

す
る
水
源
で
あ
っ
た
見
沼
溜
井
を
廃
止
し
、
干
拓
す
る

こ
と
で
約
１
，２
０
０
ha
の
新
田（
見
沼
た
ん
ぼ
）と
し
、

代
わ
り
の
水
源
を
確
保
す
る
た
め
、
約
60
㎞ 
離
れ
た
利

根
川
か
ら
引
水
す
る
た
め
の
見
沼
代
用
水（
見
沼
に
代

わ
る
用
水
）を
築
造
し
ま
し
た
。

　

国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
見
沼
代
用
水
の
開

削
は
、
新
田
開
発
と
既
存
田
を
合
わ
せ
約
１
５
，０
０

０
ha
の
水
田
へ
豊
富
で
安
定
し
た
用
水
供
給
を
可
能
と

し
、
当
時
の
食
糧
増
産
と
財
政
再
建
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。

見沼代用水元圦鳥瞰図

十六間堰・八間堰 古図 全景図 柴山伏越 古図 全景図

8
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
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(

卓
越
し
た
技
術
）

　

工
事
は
自
然
を
積
極
的
に
制
御
し
用

水
、
排
水
を
分
離
す
る
「
紀
州
流
」
の

技
術
を
結
集
し
、
１
7
２
７
年
秋
か
ら

１
７
２
８
年
春
の
６
ヶ
月
と
い
う
短
期

間
で
完
成
し
ま
し
た
。

　

約
60
㎞ 
も
の
長
大
水
路
を
導
水
す
る

た
め
、「
水
盛
器
」
を
用
い
た
精
度
の

高
い
水
準
測
量
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

重
要
構
造
物
で
あ
る「
元
圦
」（
行
田

市
）、
流
量
を
制
御
す
る「
八
間
堰
・
十

六
間
堰
」（
久
喜
市
菖
蒲
町
）、
河
川
横

断
工
の
元
荒
川「
伏
越
」（
白
岡
市
）や

綾
瀬
川「
掛
渡
井
」（
上
尾
市
）等
は
当

時
と
し
て
は
例
を
見
な
い
規
模
の
木
造

構
造
物
で
、
最
先
端
の
技
術
で
設
計
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ナ
マ
運
河
完
成
の
約
１
８

０
年
も
前
に
築
造
さ
れ
た
閘
門
式
運
河

「
通
船
堀
」
は
、
舟
運
に
よ
る
広
域
的

物
流
シ
ス
テ
ム
を
成
立
さ
せ
、
江
戸
の

繁
栄
を
支
え
ま
し
た
。

　

見
沼
代
用
水
は
築
造
か
ら
２
９
０
年

を
経
過
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
へ
と

姿
を
変
え
ま
し
た
が
、
現
在
も
開
削
当

時
と
同
じ
路
線
で
埼
玉
県
東
部
の
大
地

を
潤
し
て
お
り
、
２
０
０
６
年
に
農
林

水
産
省
の
疏
水
百
選
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。「
通
船
堀
」
に
つ
い
て
も
そ
の
歴

史
的
・
文
化
的
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら

１
９
８
２
年
に
国
指
定
史
跡
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
の
水
田
農
業
を
支
え
、

県
土
の
環
境
を
守
る
見
沼
代

用
水

　

現
在
、
見
沼
代
用
水
は
、
利
根
大
堰

か
ら
取
水
し
行
田
市
か
ら
川
口
市
に
至

る
15
市
2
町
の
水
田
を
灌
漑
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
高
度
な
管
理
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
農
業
用
水
を
合
理
化
し
埼
玉
、

東
京
の
約
１
０
０
万
人
分
の
水
道
水
も

生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

水
路
や
水
を
管
理
し
て
い
る
の
は
、

見
沼
代
用
水
土
地
改
良
区
で
す
。

　

ま
た
、
見
沼
代
用
水
は
地
域
資
源
と

し
て
様
々
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

①
農
村
地
域
、
見
沼
田
ん
ぼ
、
都
市
地

域
等
を
流
れ
、
貴
重
な
水
辺
空
間
を

提
供
。

②
利
根
大
堰
か
ら
川
口
ま
で
水
路
沿
い

は
遊
歩
道
が
整
備
、
管
理
道
路
と
合

わ
せ
、
散
策
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
利

用
。

③
桜
、
彼
岸
花
、
ノ
カ
ン
ゾ
ウ
等
、
季

節
の
花
で
彩
ら
れ
る
。
特
に
桜
並
木

は
さ
い
た
ま
市
で
は
日
本
一
の
20
㎞ 

の
回
廊
を
形
成
、
全
体
で
は
40
㎞ 
を

超
え
る
。

④
県
東
部
の
中
川
水
系
の
河
川
に
は
水

源
と
な
る
山
地
は
な
く
、
農
業
用
水

が
田
ん
ぼ
か
ら
排
水
路
、
河
川
へ
と

還
元
し
水
源
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
水
路
、
田
ん
ぼ
、
河
川
と
水
の
繋
が

り
の
中
で
、
魚
類
等
生
き
物
が
生
息
。

⑥
水
田
農
業
を
通
じ
て
、
農
地
が
守
ら

れ
、
農
地
は
緑
地
空
間
、
平
地
の
ダ

ム
と
し
て
洪
水
を
防
止
。

見
沼
代
用
水
土
地
改
良
区
　

寺
西
参
事
兼
事
務
局
長
の
話

　

今
回
の
登
録
は
、
見
沼
代
用
水
が
江

戸
の
繁
栄
や
水
田
農
業
の
発
展
へ
寄
与

し
た
こ
と
、
建
設
時
に
お
け
る
井
澤
弥

惣
兵
衛
の
卓
越
し
た
技
術
等
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
そ
の
後
３
０
０
年
間
、
見

沼
代
用
水
は
地
域
の
農
家
の
方
々
、
先

達
の
努
力
に
よ
り
連
綿
と
守
り
続
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
恩
恵
を
我
々
は

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

見
沼
代
用
水
は
、
現
在
、
農
業
は
も

ち
ろ
ん
、
水
辺
、
遊
歩
道
、
桜
並
木
な

ど
、
県
民
の
憩
い
場
と
し
て
、
地
域
の

重
要
な
環
境
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
の

登
録
を
契
機
と
し
て
、
見
沼
代
用
水
に

つ
い
て
、
そ
の
歴
史
や
、
現
在
の
地
域

資
源
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
や
Ｊ
Ａ
の
皆
さ
ん
と
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
登
録
を
農

業
振
興
や
地
域
振
興
に
繋
げ
て
行
き
た

い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

見
みぬまつうせんぼり

沼通船堀（さいたま市）

開削時の原風景が残る見
み ぬ ま だ い よ う す い

沼代用水原
げん

形
け い

保
ほ ぜ ん

全
区
く か ん

間（東縁用水路　さいたま市）
取水量37㎥/sの水量をほこり、埼玉県東部の
田んぼを潤す見

み ぬ ま だ い よ う す い

沼代用水（基幹線　久喜市）

現
在
の
見
沼
代
用
水

見
沼
代
用
水

なんさい ◦ 8



特集 祝！見沼代用水 世界かんがい施設遺産に登録

利根大堰（行田市）

見
みぬまつうせんぼり

沼通船堀（さいたま市）

見沼代用水

見沼代用水支線

排水路

自然河川

：建造当時の名称

見
みぬまだいようすいもといり

沼代用水元圦

十
じゅうろくけんぜき

六間堰・八
はちけんぜき

間堰

柴
しばやまふせこし

山伏越

瓦
かわら ぶ き か け ど い

葺掛渡井

見
みぬま つ う せ ん ぼ り

沼通船堀

十
じゅうろくけんぜき

六間堰・八
はちけんぜき

間堰（久喜市）

柴山サイホン（白岡市）

瓦葺サイホン（上尾市）

施設と所在地

見沼代用水　施設位置図

見
みぬまつうせんぼり

沼通船堀
　代用水路が完成した3年
後、芝川と東縁・西縁用水
路の間にさいたま市(旧浦和
市)の八丁堤にそって作られ
ました。通船堀は、用水路
と芝川の間に二つの水門を
作り水の高さを調節して舟を
通す仕組みになっていて、閘
門式運河と呼ばれています。
用水路と芝川の水の高さは
約３ｍの違いがあります。

十
じゅうろくけんぜき

六間堰・八
はちけんぜき

間堰
　星川から久喜市（旧菖蒲町）で分かれ、見沼代用水の入口八
間堰、星川に十六間堰が作られ用水排水の調節を行っています。
用水が必要な時には十六間堰を閉じて八間堰を開き、用水のい
らない時は反対に八間堰を閉じて十六間堰を開き星川に水を流し
ています。堰の横の長さがそれぞれ八間(約14.5m)、十六間(約
29m)であったためこの名前が付けられています。

柴
しばやまふせこし

山伏越
　伏越とは、川の下に水路を作り横断させる施設
のことです。見沼代用水と元荒川が交差する白岡
市と蓮田市の境にあり、元荒川の下を見沼代用水
路がくぐっています。出来たときは水を二つに分
けて伏越と掛渡井で通水するようになっていました
が、掛渡井は元荒川の流れの妨害になることから
３０年後に撤去されました。

瓦
かわらぶきかけどい

葺掛渡井
　掛渡井とは、川の上に水路を作り横断さ
せる施設のことです。見沼代用水と綾瀬川
が交差する蓮田市と上尾市の境にあり、綾
瀬川の上を見沼代用水路が通っていました。
現在は伏越となっています。

見沼代用水の重要構造物

9 ◦ なんさい



　就農して9年目を迎える飯田さん。就農したき

っかけは両親の高齢化や白岡市の特産である梨農

家が減少しているということが理由でした。現在

は梨・米・キウイを栽培しています。米に関して

は特別栽培にも取り組んでいて、学校給食用とし

ての生産も行っています。『農業を行う上でのポ

リシーは「適期適作」「作は人なり」です。でき

あがった農作物は、そこで仕事をした人が映し出

されていると思うので、耻ずかしくないよう丁寧

な農作業を心掛けています。天候に左右され苦労

も多いのですが、普段から協力してくれる家族や

パートさんにはとても感謝しています。お客様の

「美味しかった」や「楽しみにしている」な

どの声も励みになっています』と語る飯

田さん。

　今後の目標は、「近年農業をやめて

しまう農家が多い現状の中、農業を

始めたい人もいると思います。特に

果樹は苗を育てる時間もあるためハ

ードルの高い作物ですが、梨農家にな

りたいという人たちのために、お手伝

いや組織づくりをしていきたいです」と話

してくださいました。 （小林通信員）

彩農あり！
飯
いいだ

田 孝
たかし

さん （白岡市荒井新田）
JA南彩　青年部

も多いのですが、普段から協力してくれる家族や

パートさんにはとても感謝しています。お客様の

「美味しかった」や「楽しみにしている」な

どの声も励みになっています』と語る飯

田さん。

りたいという人たちのために、お手伝

いや組織づくりをしていきたいです」と話

してくださいました。 

みんな の 広場

地場産野菜を使った

芋煮会

菖蒲グリーンセンター大好評につき
今年も開催致します!! 2019年

イベントは、都合により内容を変更する事がありますので、予めご了承ください。
保健所の指導により芋煮のお持ち帰りはご遠慮させていただきます。

おいしい！
楽しい♪

10:00～15:00まで

1杯50円
※無くなり次第終了

2日間（雨天決行）
11月16日土・17日日

りたいという人たちのために、お手伝

いや組織づくりをしていきたいです」と話

なんさい ◦ 10



　とても多くの趣味をお持ちの清水さん。高齢

者大学に通っていた時のお友達や、地元の友達

とオカリナやボーリング、グラウンドゴルフな

どのクラブ活動を通じ、日々体を動かし、楽し

みながら健康にも気を付けています。

　清水さんの趣味の中には、家庭菜園で四季の

野菜作りがあります。収穫した野菜で様々な田

舎料理を作ることが楽しみで、中でも漬物（き

ゅうり・たくあんの麹漬・梅の赤漬）は友人に

も評判で、「みんなに喜んで食べてもらうのが

嬉しいんです」と笑顔で話してくれました。ま

た女性部の活動では、ふれあい感謝祭の手伝い

や、旅行、料理教室にも積極的に参加して

いただいています。女性部の料理講習

でワンパターンだった清水家の食卓

が華やかになったそうです。「皆さ

んと近況報告をしながら楽しく活

動していきたい」と語ってくれま

した。これからも趣味を楽しみな

がら多くの方と楽しく元気で女性部

を盛り上げていただきたいと思いま

す。

 （沼田通信員）

嬉しいんです」と笑顔で話してくれました。ま

た女性部の活動では、ふれあい感謝祭の手伝い

や、旅行、料理教室にも積極的に参加して

いただいています。女性部の料理講習

でワンパターンだった清水家の食卓

を盛り上げていただきたいと思いま

 （沼田通信員）

みんな の 広場

　とても多くの趣味をお持ちの清水さん。高齢

平成16年１月号掲載

清
し み ず

水 晴
は る こ

子さん（久喜市除堀）
JA南彩女性部　久喜支部

いきいきさん

 直売所情報 旬の情報を
お届けします。

完熟前の「青パパイヤ」は
栄養の宝庫です！!

今月のオススメ!
青パパイヤのあっさりうま煮

ポイント● あっさりと食べられる、青パパイヤの煮つけです♪食欲のない時やお子様にもオススメです♪

●作り方
① 青パパイヤを水洗いし、皮をむく。
② 半分に切って、種をとる。
③ 乱切りにして、水にさらす。
④ にんじんも乱切り、さつま揚げは一口大にカット。
⑤ 鍋に青パパイヤとだし汁を入れ、火にかける。
⑥ 沸騰したら、酒・みりん・しょうゆを加えて、弱火で約20分。
⑦ 火を止めて冷ます。
⑧ 器に盛り付け、お好みで小口ネギをあしらったら出来あがり。

●材料（2人分）
青パパイヤ ……1/4個
にんじん ………1/2本
さつま揚げ（紀文）

だし汁…………300cc
調味酒 ………大さじ1
みりん ………大さじ2
しょうゆ ……大さじ1

11 ◦ なんさい



　露地で栽培する作物は、果樹に限らず気象の影響を強く受けます。
特に、最近の気象は異常と言われることが多く、これまでの経験が活
かせないことが多くなりました。このことから、常に園内に足を運
び、生育が順調であるか否か、あるいは、生育を阻害する要因が発生
していないかなど、細かく観察する必要があります。
　生育や生産を阻害する現象を見つけたならば、それらを的確に診断し、いち早く対応すること
が、自身の技術の蓄積となり、さらには次年度以降の生産性や品質を向上させることにつなげら
れます。
　11月になると、ほとんどの品種の収穫が終わり、ほっと一息つける時期となりますが、落葉前
から落葉期にかけては色々な変化が発現し、生育期には分かりづらかったものに気がつくことが
あります。従って、この時期に改めて園内を観察することは、一年を振り返るうえでも大変参考
になります。
　葉の色づき具合の変化で障害箇所を見つけたり、落葉が一斉に起こっているかなどで栽培管理
の善し悪しを推し量ります。　　　
　例えば、他の樹に比べて葉の黄ばみ方が早い
樹が見られることがあります。樹全体に同じよ
うに発生しているのであれば、主幹に障害があ
るのか、あるいは根に障害が発生しているのか
などを推定することができます。主幹を観察
し、主幹をぐるっと回るほどの障害がなければ
根に問題があるものと思われます。
　主幹の障害の場合は、胴枯病の罹病や虫によ
る食害などがあります。原因を調べた後、被害
箇所を削り取るなどしてきれいにし、保護剤を
塗布します。
　根の障害としては、湿害や紋羽病の被害など
が考えられます。原因を特定すると同時に対策
を考えます。
　湿害と思われる場合は、排水対策や土壌改良
を、また、紋羽病と診断した場合は耕種的な方
法や適応薬剤を処理し、樹勢を回復させます。
　さらには、主枝や側枝単位に於いても細かく
観察し、樹体の変化を見いだします。
　もちろん、これらのことは生育中にも見られ
ることがありますが、微妙な変化をこの時期に
見極め、今後の対策に活かします。

営農情報
■■■■■■■■■■■■■■■■■　　■■

お問い合わせ
●JA南彩　営農部
営農支援課　担当
0480（87）1135

梨 園 の 観 察

問題があると思われる樹は周りに比べて
葉の黄ばみ方が早い

管理の良い園は霜が降りると一斉に落葉
する
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令和元年度第3回「梨栽培サポーター講座」

　　　　　受講者募集！
ＪＡ南彩管内の特産である梨は労働力不足のため、
栽培面積は減少傾向です。

梨農家さんはお手伝いいただける
労働力を求めています。

　そこで、梨の基礎知識と技術を身につけていただけるように講座を開催し、終了後には梨農家さん
へ紹介などを予定しています。
　講座は全３回を計画し、第１回は摘果、第２回は収穫、第３回は剪定、それぞれ実習を行い、技術
の習得支援を行います。
※剪定講座は７日間開催し、５日以上受講された方にはライセンス証を発行します。

第３回（剪定講座）７日間

開 催 日 時　　令和元年12月10日（火）　13時30分～ 16時
　　　　　　　（１日目の内容：座学講習・現場研修）
　　　　　　　令和元年12月26日（木）・令和２年１月 ９日（木）
　　　　　　　令和２年 １月23日（木）・令和２年２月 ６日（木）
　　　　　　　令和２年 ２月20日（木）・令和２年３月12日（木）
　　　　　　　（※２日目以降　14時～16時　内容：現場の研修）
開 催 場 所　　ＪＡ南彩　本店大会議室 ～ 菖蒲町内梨園（現場）　
　　　　　　　住所：久喜市菖蒲町新堀473番地　
対　象　者　　梨栽培に興味があり梨栽培でお手伝いいただける方
人　　　員　　応募状況により調整させていただくことがあります。
応募締め切り日　　令和元年11月22日（金）　　　　　　
参　加　費　　無　料　
そ　の　他　　持参いただくもの：防寒でき作業しやすい服装・帽子
　　　　　　　ＪＡで貸出のもの：はさみ・手袋
申込み方法　　受講希望者の氏名、住所、電話番号を記入し
　　　　　　　 「梨栽培サポーター講座第３回希望」と明記して、下記あてに、｢ハガキ」

又は ｢FAX｣ で申込み下さい。
送　付　先　　●【ハガキ申込み先】〒346－0105　久喜市菖蒲町新堀473
　　　　　　　　　ＪＡ南彩　営農部営農支援課「梨栽培サポーター講座」宛
　　　　　　　●【FAX申込み先】JA南彩　営農部　営農支援課
 FAX 0480－87－1138
お問合せ先　　ＪＡ南彩　営農部　営農支援課　担当　（藤村・水戸部）

TEL 0480－87－1135
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毎月、TAC（担い手支援担当）の取組み状況などをご報告いたします。TAC通信

　営農支援課、菖蒲地区（北部エリア）担当の柴崎です。 
　菖蒲町の上大崎地区で生産者の方にご協力をいただきながら試験栽培してい
る、青パパイヤ（オキテング）についてご紹介いたします。 
　JA南彩が特産に向けて栽培している青パパイヤも、いよいよ3年目になりま
すが毎年の異常気象等で栽培が不安定な部分があります。そこで何とかして栽
培の確立がしたく今年度は栽培指導する立場として苗を購入し実際に栽培して
みました。 
　圃場面積　約80㎡　株間3ｍ　15本 
　施肥　４月９日　配合肥料7-6-7　苦土重過石　苦土石灰を全面散布 
　ベッド作り５月20日 
　追肥　定植1ヶ月後から７～10日おきにキッポ青を灌注 
　定植日は苗の生長と天候等考慮いたしまして５月23日とやや遅くなってしま
いました。 
　圃場条件としては、草の生い茂る無耕作地ですが風通しが良く自然のバーク
で土質は柔らかい。 
　１ベッド５本植えで3パターン（①黒マルチ+寒冷紗・②黒マルチ+ワラ・③
　ワラのみ）で栽培。 
　初期成育では、①黒マルチ+寒冷紗が伸びが良かったが最終的には、②黒マ
ルチ+ワラが花芽も早く一番生育が良く、③ワラのみは、伸びが悪く花芽も遅
かった。 
　結果、全面施肥でもっと早い時期に大きい苗を②黒マルチ+ワラで定植が望
ましいと考えます。 
　今後、圃場の条件も重要ですが青パパイヤの栽培が確立できるよう勉強して
いきます。 

６月５日　120㎝

９月８日収穫開始
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お問い合わせ・お申込みは各支店まで

日　程
令和元年12月18日㈬
岩槻・春日部・蓮田地区

令和元年12月19日㈭
白岡・宮代・久喜・菖蒲地区

旅行代金
大人お一人様  9,800円
■申込締切日
令和元年11月29日㈮
■募集人員／各日程80名
　　　　　　（最少催行人員各日程35名）
■添乗員／同行いたします。
■申込金／ 9,800円（旅行代金全額）
■食事条件／昼食1回
■ 利用予定バス会社／三倭観光バス

　　ＪＡ南彩管内（9：30～10：00）……＜高速道＞……築地場外市場
（お買物）………横浜中華街 揚州飯店（中華ランチ＆中華街散
策）……羽田空港国内線ターミナル（お買物・自由見学）……… 
大井競馬場（品川のウォーターフロントを彩る）………＜高速道＞
……JA南彩管内（19：30～20：00）

行程

※ 後日改めて、集合・解散地（および時刻）をお知らせします。
※ 行程および時刻は変更になる場合があります。

日　程
令和2年1月15日㈬岩槻地区・春日部地区
　　 　1月16日㈭蓮田地区・宮代地区・白岡地区
　　 　1月17日㈮久喜地区・菖蒲地区
旅行代金
大人お一人様  5,980円
■申込締切日
令和元年12月13日㈮

■募集人員／各日程200名
　　　　　　（最少催行人員各日程35名）
■添乗員／同行いたしません。
■申込金／ 5,980円（旅行代金全額）
■食事条件／昼食1回
■利用貸切バス会社／三倭観光バス

JA南彩新春企画

成田山初詣2020
令和の初詣と大洗の
人気スポットでお買物 日帰りの旅

　　ＪＡ南彩管内（8:00～8：30）……＜高速道＞……米屋観光セン
ター（昼食とお買物）…＜徒歩＞…成田山新勝寺（初詣参拝）………
かねふくめんたいパーク（自由見学）………那珂湊おさかな市場
（お買物）……＜高速道＞……ＪＡ南彩管内（17:30～18:30）

行程

成田山新勝寺（イメージ）

旅行申込みと同時にお
護摩のご予約を受付いた
します。（別料金）

※ 当日の旅程管理については最終日程表にてご案内いたします。

東京メガイルミ（イメージ）

JA南彩年末謝恩企画

横浜中華街にてご昼食＆
羽田空港・築地場外市場にてお買物＆
令和時代最初のイルミネーションツアー

地 元 発 着

お問い合わせ・お申込みは各支店まで

JA南彩特選謝恩企画

大ズワイガニ会席と
憧れの名旅館加賀屋に泊まる
北陸周遊3日間日　程

令和元年12月3日㈫～5日㈭　岩槻・蓮田地区
　　　　12月4日㈬～6日㈮　春日部・宮代地区
　　　　12月10日㈫～12日㈭ 白岡久喜・菖蒲地区

旅行代金
大人お一人様・4名様以上1室利用（税込）

  98,000円
※3名様1室利用：大人お一人様 5,000円増
※2名様1室利用：大人お一人様15,000円増

■募集人員／
各班限定40名
（最少催行人員各班30名）
■ 添乗員／出発地より同行し、
旅程管理業務を行います。

■申込金／30,000円
（旅行代金に充当します）
■ 食事条件／朝2回、昼3回、夕
2回（全食事付）
■ 利用予定バス会社／北日本観
光バス、三倭観光バス

■ 利用交通機関／
　JR東日本、JR西日本
■ 利用予定ホテル／
　1日目：あわら温泉 清風荘
　2日目：和倉温泉 加賀屋

日程 行　　　程 食事
１
日
目
ＪＡ南彩各地区（8：00～9：3０）………大宮駅（10：30～11：00　北陸新幹線 指定席）………金沢駅（12：30～13：0０）………＜高速＞……曹洞宗の
大本山 大本山 永平寺……あわら温泉 清風荘（泊） ※北陸最大級の庭園露天風呂をお楽しみください。

×
昼
夕

２
日
目

ホテル（8：30発）…＜高速＞…断崖に日本海の荒波が打ち寄せる 名勝：東尋坊……九谷焼の製造・直売 九谷満月……日本三名園 兼六園（昼食）
……国内唯一の砂浜をドライブ 千里浜なぎさドライブウェイ……和倉温泉 加賀屋（泊） ※早めの到着。ごゆっくりおくつろぎください。

朝
昼
夕

３
日
目

ホテル（8：30発）……日本海の鮮魚が勢揃い 新湊きっときと市場……1916年創業の老舗鋳物メーカー 能作……富山名産の鱒寿司の老舗 源 ます
のすしミュージアム（昼食）……富山駅（14：00～15：30   北陸新幹線 指定席）……大宮駅（16：00～17：30）……JＡ南彩各地区（17：00～18：3０）

朝
昼
×

※交通事情等により、多少行程・時間等の変更がある場合がございます。　　※後日改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせいたします。
※この旅行は「旅行傷害共済」に加入しています。詳しくは弊社係員にお問い合わせください。　　

※写真は全てイメージです。※ 日程の都合がつかない場合、他の地区でも参加できるのでご相談ください。又、地区毎の参加人員によっては、
他の地区と合同開催となる場合や、ご希望の日程に添えない場合もありますので、予めご了承ください。

築地場外市場（イメージ）

横浜中華街（イメージ）
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令和元年分青色決算説明会のお知らせ
　税務署では、青色申告決算書の作成方法や作成に当たっての注意点について、次のとおり説明会を開催いたしま
す。説明会では、消費税軽減税率制度に伴う区分経理の仕方や区分記載請求書の書き方等についても説明を行います。
　説明会で使用する資料は、当日、会場で配布し、講師は、税務署が依頼した税理士及び税務署職員が行います。
　対象区域以外の方もご出席いただけます。ご来場の際は、駐車場に限りがありますので、なるべく公共交通機関
をご利用ください。
　なお、会場の所在地などは関東信越国税局のホームページにも掲載されていますので、併せてご覧ください。

青色申告決算説明会
開催日 開催時間 会　　場 対象地区

12月５日㈭ 午後１時30分～４時 蓮田市中央公民館　２階　研修室 蓮田市・白岡市

12月11日㈬ 午後１時30分～４時 春日部市民文化会館　3階　中会議室1 春日部市

12月12日㈭ 午後１時30分～４時 幸手市商工会館　２階　会議室 幸手市・宮代町・杉戸町

12月13日㈮ 午後１時30分～４時 岩槻区役所　４階　第一会議室 さいたま市岩槻区

12月16日㈪ 午後１時30分～４時 ふれあいセンター久喜　会議室1～3 久喜市

インターネットで国税に関するさまざまな申告や申請、納税ができる「国税電子申告・
納税システム（e-Tax）」をご利用ください。
詳細は、e-Taxホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご確認ください。

ナイロワークス社
農業用ドローン

実 演 会
① 開催日時
令和元年11月21日（木）
午前10時～11時30分
悪天候の場合のための予備日：
　翌日の22日（金）同時刻になります。

② 開催場所
久喜市菖蒲町下栢間945-1
菖蒲カントリーエレベーター
TEL 0480-85-3488
駐車場が少ないため乗り合わせでの
ご来場にご協力お願い致します。
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相談会のご案内 JAでは相談会を開催しています。お気軽にご利用ください。

※ 個別の税務相談会は事前予約制になりますので、開催日までにお電話でのご予約をお願いいたします。（ご予約いただけ
ない場合は受付できません）ご予約がない場合は開催中止となりますのでご注意ください。

※ お申込みは、事前に各支店までご連絡をお願いいたします。
※ 都合により時間が変更になる場合があります。ご了承ください。

地　区 岩　槻 春日部 蓮　田 宮　代 白　岡 久　喜 菖　蒲

営農相談会
9:30～12:00

11月12日㈫
12月13日㈮
岩槻営農
経済センター

11月15日㈮
12月18日㈬
春日部営農
経済センター

11月26日㈫
12月24日㈫
蓮田営農
経済センター

11月14日㈭
12月17日㈫
宮代支店

11月28日㈭
12月27日㈮
白岡・宮代営農
経済センター

11月20日㈬
12月20日㈮
久喜営農
経済センター

11月19日㈫
12月18日㈬
菖蒲営農
経済センター

税務相談会

12月10日㈫
1月10日㈮
岩槻城南支店
9:30～12:00
048（798）3345

12月17日㈫
春日部支店
10:00～15:00
048（736）5501

12月20日㈮
1月21日㈫
蓮田支店
9:30～12:00
048（768）2190

12月5日㈭
1月８日㈬
宮代支店
9:30～12:00
0480（32）0102

12月5日㈭
1月8日㈬
白岡大山支店
13:30～15:30
0480（92）2315

12月12日㈭
1月23日㈭
久喜江面支店
9:30～12:00
0480（21）1101

12月12日㈭
1月23日㈭
菖蒲支店
13:30～15:30
0480（85）0040

南
彩
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　 蓮田営農経済センター移転に伴う
　 ATMコーナー撤去のお知らせ　　
令和元年11月29日（金）をもちまして、現・蓮田営農経済セン

ター（蓮田市閏戸２９３８－１）のATMコーナーは、終了いたします。組合員・利用者
皆様には永年のご愛顧に感謝申し上げますとともに、大変ご不便をおかけいたします
が、最寄りのATMコーナーを引き続きご利用いただきますよう、お願い申し上げます。

詳しくはJA南彩蓮田支店まで　　☎０４８－７６８－２１９０

　 蓮田営農経済センター移転に伴う
　　

をもちまして、現・蓮田営農経済セン
ター（蓮田市閏戸２９３８－１）のATMコーナーは、終了いたします。組合員・利用者
皆様には永年のご愛顧に感謝申し上げますとともに、大変ご不便をおかけいたします
が、最寄りのATMコーナーを引き続きご利用いただきますよう、お願い申し上げます。

　 蓮田営農経済センター移転に伴う
　　

をもちまして、現・蓮田営農経済セン
ター（蓮田市閏戸２９３８－１）のATMコーナーは、終了いたします。組合員・利用者
皆様には永年のご愛顧に感謝申し上げますとともに、大変ご不便をおかけいたします
が、最寄りのATMコーナーを引き続きご利用いただきますよう、お願い申し上げます。

蓮田営農経済センター移転のお知らせ
令和元年12月2日（月）より蓮田営農経済センターは旧黒浜支店（黒浜支
店は10月28日に蓮田支店と統合となりました）に移転となります。ご不便をおかけするこ
とと存じますが、これまで以上に組合員、利用者の皆様の信頼にお応えし、より一層サービ
スの向上に努めてまいりますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

現在
蓮田営農経済センター

　住　所　〒349－0133
　　　　　埼玉県蓮田市閏戸2938－1
　電　話　048－766－2168
　ＦＡＸ　048－766－2051

移転先
蓮田営農経済センター（旧黒浜支店）
　住　所　〒349－0101
　　　　　埼玉県蓮田市黒浜3108－1
　電　話　048－768－5556
　ＦＡＸ　048－768－5569
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主要事業の概要
── 令和元年９月末現在 ──

出資金につきましては、28億4,968万円です。

令和元年9月末 平成31年3月末 前年度末
増　　減

正 組 合 員 数 9,815人 9,822人 △ 7人
准 組 合 員 数 19,293人 19,052人 241人
組合員数合計 29,108人 28,874人 234人

令和元年9月末 平成30年9月末 前年度
同月対比

貯 金 高 2,778億5,197万円 2,782億4,046万円 99.8%
貸 出 金 559億9,338万円 542億0,403万円 103.3%
共 済 保 有 高 6,421億8,836万円 6,570億3,965万円 97.7%
販 売 高 16億4,194万円 16億9,257万円 97.0%
購買品Ⅰ供給高 14億2,541万円 11億9,356万円 119.4%
購買品Ⅱ供給高
（各直売所・食堂） 7億7,534万円 7億9,453万円 97.5%
※�貸出金については、貸付留保金を控除しています。

【理事会だより】

　令和元年９月27日、定例理事会が行わ
れ、次の事項について審議され、全議案
原案通り可決・承認されました。

⑴ 令和元年８月末財務状況について
⑵  理事会規程の一部変更について
⑶ 職制規程の一部変更について
⑷  公印及び金庫管理規程の一部変更につ

いて
⑸ 費用弁償規程の一部変更について
⑹ 信用事業方法書の一部変更について
⑺  春日部支店新築工事及び現春日部支店

改修工事に係る入札参加業者について
⑻ 食材宅配事業の宅配業務委託について

編集後記
　10月12日に台風19号が日本列島を襲い、河川の氾濫などにより各地に
甚大な被害を及ぼしました。被災に遭われた皆様には、謹んでお見舞い申
し上げますとともに、一日も早い復旧を心よりお祈り申し上げます。 

編集担当

※応募ハガキに基づく個人情報は抽選、景品の発送、
意見等の掲載に使用させて頂きます。あらかじめご
了承下さい。
※おひとり様１枚までのご応募とさせて頂きます。

応
募
方
法

　 正解者の中から抽選で10名様に図書カードを
プレゼント。
【締切日】11月末日 発表は１月号です。

 ★数独 出題　ニコリ
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９月号応募総数57通

９月号の答え

答え 　　11

当選者の発表は商品の発送をもって
代えさせていただきます。

二重枠に入った数字の合計はいくつ？

  ルール
①��空いているマスに、１から９までの数字のどれか
を入れます。

②��タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線で囲まれた
３×３のブロック（それぞれ９マスあるブロック
が９つ）のいずれにも１から９までの数字が１つ
ずつ入ります。

19 ◦ なんさい
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提供先／ PIXTA（ピクスタ）

■台風24号（平成30年9月）
お役にたてた共済金（埼玉県内）

　 件　数　7,209件
　 共済金　22億6,865万円

■平成30年7月豪雨
お役にたてた共済金（全国支払実績）

　 件　数　30,561件
　 共済金　538億6,205万円

台風
豪雨
台風台風

自然災害への備えは
万全ですか？

掛金表 木造・防火造 耐火造B・C 耐火造A
年払い 月払い 年払い 月払い 年払い 月払い

当初10年間 75,932円 6,600円 48,313円 4,201円 41,836円 3,646円

（参考） 1回継続後 69,950円 6,086円 43,883円 3,824円 37,774円 3,286円
2回継続後 69,045円 6,007円 43,001円 3,748円 36,900円 3,210円

※継続特約を付加し、保障期間が20年、30年となる場合、継続後の共済掛金は継続時の共済掛金率で計算いたしますので、継続の時に共済掛金が変更となる可能性があります。

建物更生共済「むてきプラス」掛金表
（平成31年4月現在）

●協定共済価額：1,500万円　●実損てん補特約付
●臨時費用共済金の支払割合：10％
●満期共済金額：50万円　●火災共済金額：1,500万円（地震保障750万円）
●共済目的：住宅物件　●口座振替扱掛金の適用：あり

ご契約
内容例

JA共済ホームページ　http://www.ja-kyosai.or.jpこの資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。
また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」及び「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

建物更生共済「むてきプラス」なら、地震の他にも、火災・落雷・台風・雪災等に対する保障を備えることができます。

建物更生共済
「むてきプラス」が
あなたの住宅を
お守りします。
あなたの住宅をあなたの住宅をあなたの住宅を
お守りします。お守りします。お守りします。 火  災

落  雷

地  震 地震による津波
土砂くずれ・

崖くずれ・地滑り

台風・豪雨等による洪水 台風・暴風雨・せん風 雪災・ひょう災
建物の外部からの物体の
落下・飛来・衝突・倒壊

※地震などによるものを除く

※自然災害によるものを除く

台風や竜巻などの自然災害により、埼玉県内でも多数の被害が発生しています。
この機会に我が家の自然災害に対する備えの確認をしてみませんか？

「19118480211」

番号案内サービス（104）へお問い合わせの際は、
必ずJA南彩の葬儀とおたずねください。

（24時間・365日対応）
事前相談も行っています。お問い合わせください。

0120－145－731

お知らせ JA南彩葬祭岩槻城南支店
☎048－797－4909

JA南彩葬祭白岡大山支店
☎0480－91－0490

JA南彩葬祭春日部支店
☎048－733－9099

JA南彩葬祭久喜江面支店
☎0480－25－2929

JA南彩葬祭蓮田支店
☎048－768－4445

JA南彩葬祭菖蒲支店
☎0480－86－0400

JA南彩葬祭宮代支店
☎0480－32－4966

JA南彩催事センター
☎0120－145－731




